




地域対策会議における対策検討集落の状況～平成１９年度小規模集落実態調査との比較～

１ 対策検討集落の選定ルール ４ 地理的状況

７０歳以上の割合が高い自治区等を中心に、地域対策会議で対象地域を選定。その決定 対策検討集落の地理的条件は、概ね昨年調査の山間地モデルと同等の厳しい状況

の基礎となった高齢化の進んだ自治区等。

※複数の自治区等を１集落として捉えた地域あり 市役所支所 直近他集落 公共交通機関 商店の有無 病院の有無

○２１集落選定 までの距離 までの距離 までの距離 5 ㎞圏内 10 ㎞圏内 5 ㎞圏内 10 ㎞圏内

○２８２世帯に対しサンプル世帯抽出調査実施

最大 20.0 ㎞ 7.5 ㎞ 7.5 ㎞
有：７ 有：14 有：６ 有：14

Ｈ１９選定ルール Ｈ２０ 最小 4.0 ㎞ 0.1 ㎞ 0.1 ㎞
無：14 無：７ 無：15 無：７

次の基準にあてはまる自治区等を合併新市が地形（山間地、中間地、平地）毎に１つ選定 平均 11.3 ㎞ 2.4 ㎞ 1.6 ㎞

①人口１００名未満（自治区及び班等も対象）

②高齢化率（６５歳以上の割合）が原則５０％以上 Ｈ１９ 最大 24.1 ㎞ 6.3 ㎞ 10.0 ㎞
有：６ 有：９ 有：５ 有：７

③近隣に補完可能な集落のない集落 山間地 最小 4.0 ㎞ 0.9 ㎞ 0.1 ㎞
無：６ 無：３ 無：７ 無：５

○３２集落選定 モデル 平均 9.9 ㎞ 2.8 ㎞ 2.3 ㎞

○２９９世帯に対しサンプル世帯抽出調査実施

５ 対策検討集落の課題

２ 高齢化率比較 昨年の調査であげられた課題と概ね同様であるが、高齢化が進み、地理的条件の厳しさを反映してい

７０歳以上が多い地域を選定したことか ると考えられる課題が上位にあがっている。

ら、昨年と比較して高齢化率が高い

特に高齢化が進んでいることによる共同作業への影響→生活道路・水路等の維持管理が困難

Ｈ２０調査 Ｈ１９調査 道路等地理的条件が特に厳しい地域→集落につながる道路整備、集落外への交通手段の確保

高齢化率最大 １００％ １００％

高齢化率最小 ４６．０％ ３７．５％

合計高齢化率 ６１．２％ ５４．５％

３ 主な収入源（各世帯、集落）

高齢化率が高いことから、主な収入に占め

る年金の割合が昨年よりもさらに大きくな

っている

２

各世帯の主な収入源

年金
194世帯

年金
169世帯

給与所得
54世帯

給与所得
66世帯

農・林業
25世帯

農・林業
44世帯

その他
9世帯

その他
20世帯

Ｈ１９

Ｈ２０

特に高齢化の進んだ小規模集落の主要課題

15.7％

15.7％

21.1％

26.3％

26.3％

31.6％

31.6％

52.6%

飲料水の確保

携帯電話の不感解消

耕作放棄地の増大

災害時の緊急対応

集落外への交通手段の確保が困難

集落につながる道路整備

生活道路・水路等の維持管理

鳥獣被害

Ｈ１９調査における小規模集落の主要課題

15.6％

15.6％

18.8％

21.9％

28.1％

28.1％

31.3％

71.9%

荒廃した家屋の増加

ごみの不法投棄や犯罪の増加

医療の受診が困難

集落外への交通手段の確保が困難

災害時の緊急対応等

生活道路・里道等の維持管理が困難

耕作放棄地の増大

鳥獣被害

集落の高齢化率分布

～50％
5集落

～50％
1集落

50～60％
20集落

50～60％
5集落

60～70％
4集落

60～70％
8集落

70％以上
3集落

70％以上
7集落
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Ｈ２０








